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株式会社セキュアスカイ・テクノロジー​
 

「セキュアスカイ What's Up」第2回目の開催決定！ 
セキュリティ担当者向けメンバー限定イベントの参加登録受付開始 
〜セキュリティの課題をテーマにした継続的な交流の場を提供〜 

  
安全なWebサイトを実現するために脆弱性診断とクラウド型WAFを提供する株式会社セキュアスカイ・テクノロジー（本社：東

京都千代田区、代表取締役：大木 元 以下、セキュアスカイ）は、セキュリティの課題や最新の対策について、メンバー限定の

クローズドなコミュニティイベント「セキュアスカイ What's Up」第2回を2025年2月14日に開催することを決定し、参加登録の

受付を開始しました。 

 

セキュアスカイは、本コミュニティを通じて、異なる業界や組織の視点を交え、自由に意見を交わすことでセキュリティ対策の強

化を図り、参加者同士の相乗効果によりセキュリティレベルが向上していくことを目指します。 

​

 

 

● 2月開催イベント概要「セキュアスカイ What's Up」 
#2 テーマ：「組織内セキュリティの実態と教訓」​

 

組織内セキュリティの強化には、セキュリティ担当者の努力だけでは限界があります。現場で直面する失敗や問題にどう対処

し、どのように組織全体を巻き込んでセキュリティを向上させるのか。本イベントでは、登壇者たちが実際に経験したリアルな失

敗談を交え、そこから得た教訓を深く掘り下げます。セキュリティ担当者として孤立せず、組織全体で取り組むセキュリティ強化

の具体的な方法とその背景に迫ります。クローズドなイベントだからこそ、自社内の課題や現場での悩みを共有し、参加者同

士で意見交換できる貴重な場です。 

 

お申込み・詳細ページ：https://securesky-plus.com/security/3182/ 

https://securesky-plus.com/security/3182/


開催日時：2025年02月14日（金）18:30-21:30　受付開始 18:20 

開催形式：オフライン 

会場：セキュアスカイ・テクノロジー 東京オフィス（東京都千代田区岩本町2-2-4 PMO神田岩本町II 10F） 

対象：企業や組織のセキュリティ対策に携わる方、特に脆弱性管理を担当されている方 

定員：15名 

参加費：無料 

ハッシュタグ：#セキュアスカイ 

 

● セキュアスカイ What's Up について 

「セキュアスカイ What's Up」は、セキュリティ担当者やセキュアな組織づくりに関心のある方々が集まり、リラックスした雰囲気

の中で最新の脅威や対策について意見交換を行うメンバー限定のクローズドなイベントです。参加者同士がここでしか話せな

い・聞けない情報を安心して共有できる場を提供します。仕事帰りに気軽に立ち寄り、「最近どう？」と挨拶を交わしながら、

ビール片手に実務に役立つ新たな視点やアイデアを見つける機会として、ぜひご参加ください。​

 

● 登壇者紹介 
 
モデレーター 

 
長谷川 陽介（はせがわ よすうけ） 
株式会社セキュアスカイ・テクノロジー　取締役CTO 
SNS：https://x.com/hasegawayosuke​
 
産業用計測器等の電子回路の設計に携わる中でソフトウェアのセキュリティに興味

を持ち、2008年にセキュリティ業界へ転職。研究職的なポジションで様々な経験を積

むうちにWebセキュリティへの関心が強くなり、2015年に株式会社セキュアスカイ・

テクノロジーに入社し、2017年よりCTOに就任。 

これまでに、Internet ExplorerやMozilla Firefoxを含む多数のWebブラウザーや

Webアプリケーションの脆弱性を発見。Black Hat Japan 2008、韓国POC 2008および2010、OWASP AppSec APAC 

2014などで講演を行い、記事執筆も多数手掛けている。技術革新が進むWebセキュリティ業界で最前線の研究を続けてお

り、国内外のカンファレンスでの講演や執筆活動も行っている。2015年7月には常勤技術顧問を経て、現在は取締役CTOとし

て活躍。2022年3月には「セキュリティ・キャンプ協議会」の代表理事（会長）に就任。その他、千葉大学 非常勤講師、OWASP 

Kansai ボードメンバー、OWASP Japan ボードメンバー、CODE BLUE カンファレンス 実行委員、レビューボードメンバーな

ど広く活動している。 

 

https://x.com/hasegawayosuke


メインセッション『「情報セキュリティの敗北史」にならないための組織的アプローチ』​
「こんなにツールやプロセスを整備したのに、なぜみんなセキュリティに向き合ってくれないんだ！」と悩むニキヌスが、これまで

の試行錯誤と書籍「情報セキュリティの敗北史」を踏まえて新たに取り組み始めた組織的アプローチを具体的にお話しします。 

 
ニキヌス（@nikinusu） 氏 
とあるJTCのセキュリティマネージャ 
CISSP, CCSP, CSSLP, CISA, CRISC, AWS SCS 等​
SNS：https://x.com/nikinusu​
 
国内大手金融企業にて約10年間セキュリティ業務に従事。数万人規模の組織を守る

セキュリティチームのリーダーを担い、戦略立案から技術策導入まで、プロダクトから

コーポレートセキュリティまで幅広く手がける。セキュリティチェックリストを目の敵にして

いる。 

 

 

LT登壇『私が見てきた「日本の情報セキュリティ」の敗北史』 
街の電気屋に置いてあったPC6001とともに始まった「コンピュータ＆セキュリティ自分史」の中で実際に対面してきた「日本の

セキュリティを駄目にした迷言」と「敗北感」の数々を紹介するとともに、「どうしてこうなった？」を自戒も込めて考察します。皆

様が同じ敗北を繰り返さないための一助になれば幸いです。 

 

_Gessy（@_Gessy） 氏 
SNS：https://x.com/_Gessy​
​
ICT業界でISP事業のシステム企画・開発・運用・品質管理を経てセキュリティコンサル

ベンチャーに転職した後、現在は大手保険業で情報セキュリティ全般に従事。自ら事業

システムの企画・開発・運用を行う一方で、セキュリティに関わることは法律・会計・総

務・営業支援など何でもやらざるを得なかった経験から、「血の通ったセキュリティ」を心

がけ日々精進中。大手コンサル系が作った規程やチェックリスト類が大嫌い。​

 

 

【株式会社セキュアスカイ・テクノロジー 会社概要】 
セキュアスカイ・テクノロジーは「インターネットを安全にしたい」という想いを原点に、2006年に設立されたWebアプリケーショ

ンセキュリティの専門企業です。開発・運用の各フェーズに対して、セキュア設計・開発のための教育・支援サービス、脆弱性

診断、クラウド型WAF「Scutum（スキュータム）」を中心にWebサイトの安全を一貫して守るWebセキュリティサービスを提供し

ています。 

 

社名                 ​ ：株式会社セキュアスカイ・テクノロジー 

本社所在地       ​：東京都千代田区岩本町2-2-4 PMO神田岩本町II 10F 

設立                 ​ ：2006年3月 

代表者              ​：代表取締役 大木 元 

事業内容 ​ ：Webアプリケーションに特化したセキュリティサービス 

・脆弱性診断サービス 

・セキュリティ教育・支援サービス 

・クラウド型WAFサービス 

https://x.com/nikinusu
https://x.com/_Gessy


・EASMクラウドサービス 

・その他、セキュリティコンサルティング 

URL                 ​ ：https://www.securesky-tech.com/​

 

【お問い合わせ先】 
株式会社セキュアスカイ・テクノロジー 

広報担当 大倉 千代子（おおくら ちよこ） 

E-mail ：pr@securesky-tech.com 

TEL ：050-5445-8822 

https://www.securesky-tech.com/

